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導入事例 放送事業

：：佐賀県で唯一の民放局として地域へ貢献

当社は、 中継業務にも力を入れています。 佐賀県はスポーツが盛んですが、「国体」 ＊2 と呼ばれてきた全国大会が2024年から「国スポJ *3 

という名称に生まれ変わり、 初めての大会が佐賀県になりました。 プロスポーツでも、 サyカーやバスゲyトボールでトップリーグに所属する地元チームの

公式映像や配信等の中継業務をシーズン丸ごと請負い、 昨年ベースで中継車稼働数が年間 50 回以上となりました。 ほぼ毎週末中継を行っている

感じです。 昨年、 佐賀市内にSAGAアリーナという今までなかったような施設ができました。

その盛り上がりに拍車をかけるようにバスケy卜のチームがすごく人気になり、 佐賀に新たな熱気

が沸き上がりました。 そこに映像として地上波の番組や、 配信の中継をやることにより、 地元

メディアとして地元の盛り上がり、 スポーツの盛り上がりの一翼を担えたという一年でした。

それに続いて「国スポ」があり、 新しいシーズンも始まり、 しっかりといい映像•音声を地元

の方に届けたいという思いで、 日々取り組んでいます。

当社は、 佐賀県で唯一の民放局なので、 地元を引っ張っていく立場でもあり、 環境のことや

モノづくり ・ 街づくりなど、 中継と関係ないことも地元のリーディングカンパニーとして取り組んでいま

す。 佐賀は独特な土地柄で、 我々が少しでも後ずさりしたり中途半端な仕事をしたりしている

と隣県の企業に仕事を奪われてしまうことがあります。 そこは、地元のプライドを持ってやっており、

毎週末の中継車稼働であったり、 人手不足があったりしても我々が先頭に立ってやるようにして

います。

年間 50 回以上稼働する中継車

*2 国体：国民体育大会
*3 国スポ：国民スポーツ大会

サガテレビ様の1階フロアーは、 どなたでも立ち寄れる「JONAISQUARE」となっており、

おしゃれなショップやカフェを展開し、 地域の人々でにぎわう、 さまざまな「つながり」が生まれる

空間を提供されています。 2018年には「佐賀市景観賞」を受賞されました。

エントランスを入ると、 モノづくりの
技や伝統を伝え、 生活に彩りを添える品々を揃えたショップがあります。

佐賀城内を流れる多布施川の
水辺に面したカフェでは、 心地よい時間を提供しています。

�� Ikegamiへの期待 ～変わってほしいこと、変わらないでいてほしいこと～

今後の池上さんに対する期待、 ありますよ！池上さんは少しセンスないですね。 （笑、 笑）

まだ昭和な感じなので、 恰好いいなというのが欲しいですね。

今回の更新で他社からお洒落にデザインした卓の提案がありました。 若いスタッフや実際に触るスタッフからは、 テンションが上がるという意見が出て

いました。 明るいテイストでおしゃれな感じのデザインですね。 古き良き放送を一緒にやってきた池上さんだからこそ ‘‘何か池上さん古臭いですよね”

と感じることはあります。 その一方、SNS等では、 ソフトで明るい発信をされているので “何かちょっと変わってきているのかな？’'と期待しています。

最近では、 電話するとカスタマーセンターヘお問い合わせ下さいと自動音声が流れたりするメーカーもありますが、 小さな部品の問い合わせだけなのに

面倒くささを感じます。 その点 ’'相談しやすい池上さん’'というのは変わらないでいて下さい。
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街角や商家の片隅に恵比寿様が鎮座され、 旅の安全・商売繁盛・家内安全など人々の暮らしを見守り続けてきた佐賀城下は、

長崎街道の中間に位置し、 江戸時代から異国の情報・ 文化を伝えてきた町です。

佐賀城の城内にあるサガテレビ様

：： ＝つのサブシステムの統合

株式会社サガテレビ（以下、 サガテレビ）様は、 その佐賀県で報道機関としての役割を

担い、 さまざまな番組やイベントを通じて地域に密着した情報・文化を発信されてきました。

1966 年の開局以来 55 年間にわたり佐賀の豊かな生活文化の創造と発展に貢献されて

います。 池上通信機は、 サガテレビ様のサブシステム更新にあたり、 制作サブと報道サブ

を一つに集約する統合サブシステムを受注し、 2024年に納入しました。

運用開始より半年が過ぎ、 今回サガテレビ様で統合サブシステム構築を担当された

映像コンテンツ制作技術マネー ジャ ーの西岡裕介様に

佐賀駅の恵比寿様
信号を挟んだはす向かいは、 即叩窮平？ほへ沖心昇〉"‘- - ....1佐賀市内には800体以上の恵比寿像

佐賀城の天守台や国の重要文化財である鯖の門が立ち並んでいます。 が確認されており、 その数は日本一 ！

今回の更新では、 制作・報道と2つあるサブシステムを一つに統合するという会社としての大きな方針がありました。 統合サブシステムは、 全て(J)

リソースを一つのルーターに入力するので、 そこで障害が起きると高い確率で大きなトラブルにつながります。 池上さんには、 入出力数や機能など、

かなり余裕を持った特長あるルーターでシステムを構築していただき、 こちらがしつかり納得できるエマージェンシー策を提案いただきました。 ベースバンド(J)

ルーターを長年手掛けてきた池上さんならではの提案だと感心しました。 あってはならないことですが、 報道サブで障害が発生した場合でも、 ルーターを

統合したことにより、 報道のカメラ映像やVTR、 CGもルーターを介して、 制作サブで番組制作が可能になります。 信号の同期も取り直す必要はあり

ません。 最初からリスクヘッジした仕組みとしてしっかりシステムを構築できました。

https://www.ikegami.co.jp/enquete/broadcast/



